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（２）市制施行  

 ○新設合併 昭和２９年７月１日  

  ・大町、平村、常盤村、社村が合併  

（人口３０，５０８人）  

 ○編入合併 平成１８年１月１日  

  ・八坂村、美麻村が編入  

  （人口３２，５６７人）  

 

 

市 勢 の 概 要 

 

（１）位置・概要  

長野県の北西部、松本平の北に位置する大町市は、3,000 メートル級の山々が

連なる北アルプス山脈の麓に位置し、清冽な雪解け水と澄んだ空気、四季折々の

景観に恵まれ、黒部ダム、立山黒部アルペンルートの長野県側の玄関口として、

多くの観光客で賑わう山岳観光都市です。 

人口は約 2 万 5,000 人、北の白岳から南の槍ヶ岳頂上までを収め、市街地の標

高は 700 メートル余りの典型的な内陸性の気候で、青木湖・中綱湖・木崎湖の三

つの湖が連なる仁科三湖や、豊富な温泉、国宝仁科神明宮や全国でも珍しい子ど

もによる流鏑馬（やぶさめ）が行われる若一王子神社など豊かな自然と文化の風

薫る地です。 

 

  
○市役所の位置  

 長野県大町市大町３８８７番地  

 

○支所の名称・位置  

 八坂支所・大町市八坂 １１０８番地１  

 美麻支所・大町市美麻１１８１０番地イ  

 

○市の位置（観測点：大町市役所）  

 東経  １３７°５１′ ３″  

 北緯   ３６°３０′１０″  

 海抜  ７２６メートル  

 

○面 積 ５６５．１５㎢  

    （合併前４６４．８４㎢）  
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（３）大町市の出来事（令和６年）  

１月 ２日 

１月１３日 

１月１７日 

 

１月３０日 

２月１４日 

３月 １日 

７月 ２日 

８月 １日 

～３日 

９月１３日 

１０月 ５日 

１０月２９日 

１１月 ４日 

 

 

大町総合病院災害医療派遣チーム 能登半島へ出動 

地域高規格道路 松本糸魚川連絡道路 ルート帯発表 

長野県合同災害支援チームへ大町市職員派遣開始。羽咋市、輪

島市へ派遣 

ウィリアム・チャック氏 観光大使に就任 

ＧＩ信濃大町認定酒 お披露目セレモニー 

大町ダム等再編事業土砂輸送用トンネル工事着手 

大町市水道事業１００周年記念式典 

関電トンネルバス開通６０周年トロバースデーイベント  

 

北アルプス国際芸術祭２０２４開幕 

大町市制施行７０周年記念式典 

大町市国民健康保険 八坂診療所 完成式 

北アルプス国際芸術祭２０２４閉幕 

 

 

（４）市の施策方針  

【基本理念】  

『郷土や文化に誇りを持ち 心から地域を愛するひとを育てる』  
 

【市の将来像】  

『未来を育む ひとが輝く 信濃おおまち』  
 

  大町市第５次総合計画（平成２９年度～令和８年度）において、まちづくり

の原点は、ひとづくりとの認識のもと、長い歴史に培われた文化や郷土に誇り

を持ち、心から地域を愛するひとを育てることを基本として、産業をはじめ、

教育、福祉、環境など様々な分野で活躍し、大町市の発展を支えるひとを育む

こと。 

さらには、地域におけるひとづくりでは、地域社会の活動やまちづくりに積

極的に参画する意識を育み、行政との協働のパートナーとして、ともに大町市

を創りあげていくという願いを込めて、基本理念と将来像を定めています。 

この基本理念をもとに、５つの「まちづくりのテーマ」を掲げ、市の将来像

の実現を目指しています。 
 

【まちづくりのテーマ】 

 １ ふるさとに誇りを持つひとを育むまち 

 ２ 活力あふれる産業と地域の魅力を活かしたにぎわいのあるまち  

 ３ だれもが健康で安心して暮らせるまち 

 ４ 豊かな自然を守り快適に生活できるまち  

 ５ 市民の参画と協働でつくるまち 
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（５）人口の推移及び世帯  

 ＊住民基本台帳人口  各年 4 月 1 日現在  

区分  

年次  

人   口（人） 世帯数  

総数  男  女  （世帯） 

平成 24 年  30,184  14,632 15,552 11,966 

平成 25 年  29,709  14,377 15,332 11,728 

平成 26 年  29,386  14,224 15,162 11,775 

平成 27 年  29,050  14,076 14,974 11,774 

平成 28 年  28,666  13,899 14,767 11,801 

平成 29 年  28,255  13,749 14,506 11,808 

平成 30 年  27,803  13,534 14,269 11,817 

平成 31 年  27,417 13,295 14,122 11,844 

令和  2 年  27,006 13,123 13,883 11,861 

令和  3 年  26,630 12,930 13,700 11,887 

令和  4 年  26,237 12,778 13,459 11,878 

令和  5 年  25,881 12,586 13,295 11,948 

令和  6 年  25,495 12,419 13,076 11,957 

令和  7 年  25,152 12,264 12,888 12,020 

年代別人口 （令和７年４月１日現在）           （単位：人）  

 

 

 
資料：市民課  
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（６）姉妹都市・友好都市  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メンドシーノ（アメリカ合衆国）                インスブルック（オーストリア共和国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氷見市（富山県）                        立川市（東京都） 

 

  

 

 

 

  

昭和 55 年 5 月 31 日提携（旧美麻村）  
 

メンドシーノは、サンフランシスコから
およそ 250km 北上した海岸沿いにある 
人口約 900 人の町です。旧美麻村とは  
版画家の吉田遠志氏を通じて国際姉妹村
を締結し、相互訪問などの交流を進めて
きました。大町市との合併後も姉妹都市
として交流が引き継がれています。 

昭和 60 年 2 月 18 日提携 
 
インスブルックは、オーストリアのチロ
ル州の州都で、人口は約 13 万 2 千人の
古都です。同市のアルプス動物園のアル
プスマーモットと大町山岳博物館の 
カモシカとの交換が契機となり友好都
市となりました。 

昭和 47 年 11 月 20 日提携 
 
氷見市は、能登半島に位置し、富山湾を
望む人口約 4 万 2 千人の市です。長野県
と富山県を結ぶ立山アルペンルートが  
昭和 46 年に全線開通を契機に、海のまち
氷見市と山のまち大町市は姉妹都市に  
なりました。 

平成 3 年 3 月 25 日提携 
 
立川市は、東京都の多摩地域に位置し、
人口は約 18 万 6 千人の市です。都市と
農村を結ぶ交流事業を契機として、地方
行政・文化・スポーツなどの面でより 
一層広範な交流と協力を推進するため、
姉妹都市になりました。 
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（７）各会計当初予算  

令和７年度大町市一般会計予算                         （単位：千円、％） 

歳    入  歳    出  

区   分  金  額  構成比  区   分  金  額  構成比  

市 税 4,336,921 22.2 議 会 費 156,164 0.8 

地 方 譲 与 税 228,855 1.2 総 務 費 3,989,235 20.4 

利 子 割 交 付 金 907 0.0 民 生 費 4,852,596 24.9 

配 当 割 交 付 金 15,400 0.1 衛 生 費 2,409,812 12.4 

株式等譲渡所得割交付金 16,500 0.1 労 働 費 121,411 0.6 

法 人 事 業 税 交 付 金 54,000 0.3 農 林 水 産 業 費 748,948 3.8 

地 方 消 費 税 交 付 金 710,000 3.6 商 工 費 1,106,673 5.7 

ゴルフ場利用税交付金 1,570 0.0 土 木 費 1,398,492 7.2 

環 境 性 能 割 交 付 金 15,800 0.1 消 防 費 565,459 2.9 

地 方 特 例 交 付 金 16,700 0.1 教 育 費 2,734,902 14.0 

地 方 交 付 税 5,816,684 29.8 災 害 復 旧 費 1 0.0 

交通安全対策特別交付金 2,100 0.0 公 債 費 1,404,307 7.2 

分 担 金 及 び 負 担 金 77,407 0.4 予 備 費 25,000 0.1 

使 用 料 及 び 手 数 料 254,500 1.3  

  

国 庫 支 出 金 2,058,421 10.4 

県 支 出 金 973,974 5.0 

財 産 収 入 18,003 0.1 

寄 附 金 128,101 0.7 

繰 入 金 1,399,372 7.2 

繰 越 金 200,000 1.0 

諸 収 入 1,336,885 6.9 

市 債 1,850,900 9.5 

歳 入 合 計  19,513,000 100.0 歳 出 合 計  19,513,000 100.0 

 

令和７年度企業会計・特別会計予算                     （単位：千円） 

区      分  予  算  額  

水道事業会計（企業会計） 792,460 

公営簡易水道事業（企業会計） 296,819 

温泉引湯事業会計（企業会計） 119,216 

公共下水道事業会計（企業会計） 1,702,555 

農業集落排水事業会計（企業会計） 187,856 

病院事業会計（企業会計） 6,024,621 

国民健康保険（特別会計） 2,920,680 

後期高齢者医療（特別会計） 502,851 

合  計  12,547,058 
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（８）行政組織  

 



 

- 7 - 

 

 

※（　　　）は附属施設、または、管理している施設

教
育
委
員
会

教
育
長

教育次長 学校教育課
庶務係、学校教育係、学校再編係、八坂教育担当、

美麻教育担当 (大町西小学校、大町北小学校、

大町南小学校、大町東小学校、八坂小中学校、

美麻小中学校、大町中学校、アルプスの家)

薬剤科、放射線科、臨床検査科、リハビリテーション科、

栄養科、臨床工学科、歯科衛生科

看 護 部
３階東病棟、４階東病棟（感染症病床含む）、５階東病棟、

４階西病棟、５階西病棟、手術室・中央材料室、

内視鏡室、人工透析室、外来、発達支援室

生涯学習課
生涯学習・青少年係、人権教育担当、文化財係

（大町公民館、大町公民館分室、平公民館、常盤公民館、

社公民館、八坂公民館、美麻公民館、文化会館、図書館、

文化財センター、民俗資料館、青少年センター、

女性未来館ピュア、勤労者福祉施設、蔵の音楽館、

旧中村家住宅、八坂情報コミュニティセンターアキツ）

スポーツ課 スポーツ推進係

国民スポーツ

大会準備室

山岳博物館

医療社会事業部
地域医療福祉連携室、居宅介護支援事業所、

訪問看護ステーション

医療情報部 診療情報管理室、情報システム管理室

健康管理部 健診センター

農業委員会
農業委員会

事　務　局

医療安全部 医療安全管理室

感染対策部 感染対策管理室

事 務 長 総 務 課 庶務係、経営企画係、人事係

市
立
大
町
総
合
病
院
事
業
管
理
者

院
　
長

副 院 長 診 療 部
内科、総合診療科、小児科、外科、整形外科、脳神経外科、

皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、

麻酔科、形成外科、歯科口腔外科、手術室・中央材料室、

内視鏡室、人工透析室、発達支援室、医療支援室

院長補佐 診療技術部

医 事 課 医事請求係、医事企画係

市 議 会 議会事務局 庶務議事係

公平委員会

固定資産評価審査委員会

土地開発公社
土地開発公社

事　務　局

選挙管理委員会
選挙管理

委員会事務局

監査委員
監査委員
事務局

固定資産評価

審査委員会事務局

公平委員会

事　務　局
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  議 会 の 構 成 

 

（１）議員定数（令和５年４月３０日現在）  

    条 例 定 数   １６人 任期：令和５年４月３０日から  

令和９年４月２９日まで  

    現 員 数   １６人  

     

（２）議会の組織  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）議員構成（令和７年４月１日現在）  

 ○党派別  

党派別  無所属  公明党  日本共産党  

議員数  １３  １  ２  

 ○現議員当選回数  

回数  １回  ２回  ３回  ４回  ５回  ６回  ７回  ８回  

人数  ４  ６  ０  ２  １  １  １  １  

  ○会派別（届出順・令和７年５月１２日現在）  

名 称  
日本共産党  

大町市議団  
市民クラブ  政友クラブ  

人 数  ２  ２  ５  

名 称  無所属クラブ  峻嶺会  無会派  

人 数  ３  ２  ２  
 

 

○男女別  男性 １４人  女性  ２人  
 
 
 

議 会  

議 長  

副議長  

常 任 委 員 会 
総務産業委員会  

社会文教委員会  

議会運営委員会  

特 別 委 員 会 

協 議 等 の 場 

全員協議会  

会派代表者会議  

常任委員会協議会  

議会だより編集委員会  

政策調整委員会  

議会事務局  

決算審査特別委員会  

情報化推進特別委員会  

議員定数等検討特別委員会  
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○年齢別  最年長 ７９歳  最年少 ４０歳  

年代  40～49 50～59 60～69 70～79 平均  

人数  ４  ５  ２  ５  61.07 歳 

 

○任 期  正・副議長  ２年（申し合わせ）  

        常任委員長  ２年（委員会条例）  
 

（４）議員及び特別職等報酬状況  

議  員 
議 長 

374,000 円 

副議長 

313,000 円 

議 員 

296,000 円 

常任委員長  

手当等なし  

特 別 職 
市 長 

801,000 円 

副市長 

662,000 円 

教育長 

570,000 円 
 

 

（５）議会開催状況（令和６年）  

    定例会     ４回（会期９４日）  

    臨時会     ０回（会期 ０日）  

    全員協議会     ９回  

   

○定例会の流れ  

内  容  備  考  

招 集 告 示  市長の告示、招集日の前７日  

議 会 運 営 委 員 会  
議案配付・説明、会期日程（案）の決定。  

招集日の前７日に開催  

本 会 議 （ 開 会 ）  
提案理由の説明、議案質疑、委員会付託、    

請願・陳情文書報告。１～２日間  

全 員 協 議 会  執行機関における報告、説明  

休    会  ４～５日間 議案等の調査  

本会議（一般質問） 
追加上程があれば、提案理由の説明、議案質疑、   

委員会付託  

常 任 委 員 会  
３～４日間。審査議案数等により異なる。  

常任委員会は同時開催  

休    会  ３～５日間程度  

本会議（最終日）  
委員長審査報告、委員長報告に対する質疑・討論、  

採決  
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（６）一般質問  

  ○質問形式  会派代表質問（会派の代表による質問。１２月定例会のみ）  

         委員会代表質問（常任委員会の代表による質問。一括質問方式  

                 と一問一答方式の選択制。令和元年１２月定

例会より採用）  

         個人質問（一括質問方式と一問一答方式の選択制）  

  ○通告期限  招集日当日 午前１０時  

  ○発言時間  
 

一括質問方式の場合  

区 分  時 間（発言及び答弁時間を含む）  

委員会代表質問・個人質問  ４０分  

会派代表質問(会派構成２名) ７０分  

※以降、会派構成人数が１名増えるごとに１０分加算  
 

一問一答方式の場合  

区 分  時 間（発言のみ）  

委員会代表質問・個人質問  ２０分（答弁時間の制限なし）  
   

○発言回数  

   会派代表質問  ・・・  ４回  

   委員会代表質問、個人質問  ・・・  制限なし  

 

（７）委員会等  

  ○常任委員会  

委員会名 所管事項 定 数 

総 務 産 業 委 員 会 

総務部、地域振興部、建設水道部、会計課、  

議 会 事 務 局 、 固 定 資 産 評 価 審 査 委 員 会 、   

公平委員会、監査委員、選挙管理委員会、  

農業委員会の所管に関する事項 

他の委員会に属さない事項 

８人 

社 会 文 教 委 員 会 
民生部、教育委員会、市立大町総合病院の  

所管に関する事項 
８人 

 

   

○議会運営委員会（７人） 会派において選出  
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○特別委員会  

委員会名 付議事件 構 成 

決 算 審 査 

特 別 委 員 会 

各会計決算審査並びに市の事務事業について

の調査及び評価  

（例年６月定例会にて設置）  

全議員  

情 報 化 推 進  

特 別 委 員 会  

開かれた議会を推進する一環としての情報化の

推進、情報の発信及び収集をするための調査研

究及び取組み  

８人 

議員定数等検討  

特 別 委 員 会  

議員定数及び議員報酬等に関する調査研究を

行う。 
６人 

   

○議会だより編集委員会（８人） 会派及び常任委員会から選出  
 

  ○政策調整委員会（９人）  

   正副議長、常任委員会委員長、議会運営委員会委員長、議会だより編集委

員会委員長、正副議長・常任委員長を出していない会派（無所属含む）か

ら各１名  

 

（８）研修視察費用 

   常任委・議運行政視察  115,000 円以内（１人あたり年額） 

   政務活動費交付金     40,000 円  （１人あたり年額） 

   海外視察なし 

旅 費  日 当 往復 120km 以上  240km 未満      1,300 円 

往復 240km 以上（120km 以上の宿泊）2,600 円 

県内日当の支給なし 

        宿泊費 13,100 円（県外）／11,800 円（県内） 

 

（９）議会だより  

   名  称  「おおまち市議会だより」  

   発行回数  年４回（定例会毎）  

   発行部数  ３３，２００部（８，３００部／回）（全世帯へ配布）  

   編集方法  編集委員会による自主編纂  

   予  算  令和７年度 １，３３１，０００円  
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（１０）議会中継 

 

配信方法 本会議 一般質問 常任委員会 凡例 

ケーブルテレビ ○ ◎  ◎：生中継・録画配信 

○：生中継のみ 

●：録画配信のみ 

インターネット ◎ ◎ ● 

庁内配信 ○ ○  

有線放送電話 ○ ○  

※令和２年１０月より常任委員会録画配信開始（令和２年６月定例会分から）  

 システム更新により、令和６年３月定例会分以降、休止中  

 

配信方法 配信方式 

ケーブルテレビ 大町市ケーブルテレビ 

インターネット ＡＳＰ方式・マルチメディア対応・会議録検索システムとリンク 

イントラネット 庁内配信：ハードウエアエンコーダー  

有 線 放 送 電 話 大町市有線放送電話農業協同組合：音声のみ 

 

（１１）令和７年度議会費当初予算（一般職人件費を除く）  

(単位：千円） 

 

費  目 予 算 額 備     考 

報 酬 58,067  議員報酬 

職員手当等 23,334  議員期末手当 

共済費 15,703  議員共済給付費負担金ほか 

報償費 285  議員研修会講師謝礼 

旅 費 3,715  常任委員会等視察旅費、その他普通旅費  

交際費 500  議長交際費 

需用費 1,966  議会だより印刷費ほか 

役務費 2,666  タブレット端末回線使用料ほか 

委託料 1,650  会議録調製及び公開業務委託料 

使用料及び賃借料  6,985  議場等放送システムリース料ほか 

負担金補助及び交付金 1,394  政務活動費 640 千円（＠4 万円／人） 
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大町市キャラクター「おおまぴょん」  

 

大町市議会事務局 
〒398-8601 長野県大町市大町３８８７番地  

ＴＥＬ：0261-22-1139（直通）  

       0261-22-0420（代表）[内線 581・582] 

ＦＡＸ：0261-22-1223 

E-mail：gikai@city.omachi.nagano.jp 

大町市議会ホームページ  http://www.city.omachi.nagano.jp/  


